
多摩ランタンフェスティバル 2026協賛規約 
 

この規約（以下「本規約」という。）は、日本総合住生活株式会社（以下「当社」という。）が企画・運営
する多摩ランタンフェスティバル 2026（以下「本件イベント」という。）へ協賛いただく全ての方（以下
「協賛者」という。）に共通して適用する。 
 
第１条 （目的） 
     本規約は、本件イベントの価値向上と、本件イベントを通じた相互のブランドイメージの向上や

地域活性化を目的とする。 
第２条 （定義） 

    「本件イベント」とは、当社が開催する次の内容のイベントをいう。 
イベント名称 多摩ランタンフェスティバル 2026 
開催日 2026 年 10 月 5 日（月）～2026年 10 月 11 日（日） 
会場  J Smile 多摩八角堂他 
イベント概要 多摩ニュータウンの魅力や価値向上を目的とするランタンライトアップ企画等 

第３条 （協賛契約の締結） 
協賛に関する契約（以下「協賛契約」という。）は、協賛者がWeb フォームでの協賛の申込時
に、本規約への同意を当社に対して表示し、当社が着金を確認した時に成立する。 
（ランタンフェスティバル協賛申込 Webフォームについてはチラシ等に記載） 

第４条 （協賛金・納付先） 
協賛者は、本件イベントの協賛金として１口 1,000 円、3,000 円、5,000 円、10,000 円、
30,000 円（消費税込）を、協賛者が選択した決済方法により、指定された期限までに当社
に対して支払う。なお、振込手数料は協賛者の負担とする。 

第５条 （協賛の特典） 
１. 当社は、協賛者からの協賛申込につき、協賛金額に応じた特典を提供する。 
２. 本件イベント終了後、協賛者は、当社が提供した本件イベントの写真を、自らの広告宣伝、

社内報告等を目的として使用することができる。ただし、広告宣伝の表示方法又は内容につ
いて、表示内容が本件イベントのイメージを損なうおそれがあると当社が判断した場合は、
協賛者に対し表示方法や内容の変更を求めることができ、協賛者は応じなければならない。 

第６条 （協賛の取消・返金） 
１. 協賛金の入金が指定された期限までに当社において確認できない場合、本件イベントで特典

における協賛者名称の表示は行われない。 
２. 協賛金の入金後、協賛者における不祥事等により、本件イベントで特典における協賛者名称

を表示することが適切でないと当社が判断したときは、協賛者名称の表示を実施せず、協賛
金の返金も行わない。 

第７条 （イベント中止時における協賛金の扱い） 
本件イベントが、悪天候、事故、感染症拡大等の不可抗力によるイベントの制限、その他の不測
の事態により事前に又は開催期間中に中止となった場合でも、協賛金が支払済のときは、当社は
協賛者に対して協賛金を返金する義務を負わない。 

第８条 （相互協力等） 
１. 当社及び協賛者は、当社において協賛者の名称を使用して本件イベントのプロモーション活

動をすること、及び協賛者において本件イベント名称を使用して広告活動を行うことについ
て、相互に同意する。 

２. 当社及び協賛者は、本件イベントに関連して、相手方及び相手方の提供する商品・サー
ビス等のイメージを毀損するような言動及び行為をしてはならない。 

第９条 （秘密保持義務） 



当社及び協賛者は、協賛契約に関連して開示された情報のうち、開示時に秘密である旨の説明ま
たは表示がなされた情報について、相手方の事前の書面による承諾なく、第三者に開示又は漏洩
せず、かつ本規約の目的以外に使用してはならない。 

第 10 条 （個人情報の保護） 
当社は、協賛契約につき協賛者から取得する個人情報について、当社が別に掲げる個人情報保護
方針に基づき、適切に取り扱う。 
（日本総合住生活株式会社 個人情報保護方針 https://www.js-net.co.jp/policy/privacy/） 

第 11 条 （契約の有効期間） 
    協賛契約の有効期間は、2026年 10 月 31 日までとする。 

第 12 条 （存続条項） 
    協賛契約の有効期間が終了した場合でも、第８条（相互協力等）、第９条（秘密保持義務）、第 13

条（損害賠償責任）、第 15条（合意管轄）及び第 16 条（協議解決）は有効に存続する。 
第 13 条 （損害賠償責任） 

イベント開催中におけるあらゆる事故、傷害、死亡事故が、それが明らかに当社、当社関係者な
どの過失による場合であっても、協賛者の受けた損害に対して当社が補償をするものでない。 

第 14 条 （反社会勢力の排除） 
１．協賛者は、次の各号のいずれにも該当せず、かつ将来にわたっても該当しないことを確約す

る。 
①暴力団、暴力団関係企業、総会屋、社会運動標ぼうゴロ、特殊知能暴力集団その他これら
に準ずる者（以下「反社会的勢力」という。）でないこと 

②反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有していないこと 
③反社会的勢力による不当な要求行為を行わないこと 

２．協賛者が前項の規定に違反した場合、当社は、何らの催告なく協賛契約を解除することがで
きる。 

第 15 条 （合意管轄） 
協賛契約に関して当社と協賛者との間で紛争が生じた場合は、東京地方裁判所を専属的合意管轄
裁判所とする。 

第 16 条 （協議解決） 
協賛契約に定めのない事項が生じた場合及び協賛契約に対する疑義や解釈の相違が生じた場合、
当社及び協賛者は、本規約の趣旨に従い、誠実協議の上、解決を図る。 

以 上 
 

https://www.js-net.co.jp/policy/privacy/

